
15歳女性の月経痛が食養生、レメディー
サポートチンクチャーにより軽減した
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要約（１）
・15歳女性。

・ひどい月経痛、めまい、及び吐き気があり、

痛み止めをとっている。

・「機能性月経痛」と診断された。

・お腹にガスが溜まり張っていた。

・１日500ｍｌ程度の水を飲み、小麦製品の摂
取を減らすと便通の改善、めまい、吐き気が
軽減した。
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要約（２）
・食養生をしてからは、痛みに合うレメディー
（Carb-veg. 30C､Mag-phos. 12X）をとる
と、すみやかに軽減、痛み止めが必要なく
なった。

・グリフォサートをベースにした除草剤の問題
に対応するサポートGlyph、及び抗酸化作
用サポートGlutathiをとり、さらに改善した。
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主訴および目的

・15歳女性。

・主訴は14歳の誕生日以後、毎月、月経痛、
めまい、及び吐き気がある。痛みのために昏
倒するくらいひどく、痛み止めをとっている。

・月経に関する症状の軽減を目的とする。



タイムライン（１）

0歳 母親が高血圧になり、予定日より

１か月早く計画出産。

出生体重2,000グラム。

３歳 RSウイルス感染。

４歳 ロタウイルス感染。
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タイムライン（２）

7歳 両耳にあかぎれができる。

12歳 臀部に湿疹ができる。

14歳～現在 毎月の月経痛がひどくなり、

めまいや吐き気がある。

なし

予防接種歴

©2023 JPHMA＆Sanae Ikema



家族の病歴（１）

父 バイク運転中に車にはねられる

（ケガはなし）

 バセドウ氏病

母 反対咬合（受け口）、虫歯になりやすい

脊椎側弯症

A型肝炎

人工中絶（1回）、帝王切開（2回）

ヘルペス
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家族の病歴（２）

兄（クライアントより10歳年上）

反対咬合､ 偏平足

アトピー性皮膚炎

クローン病疑い（経過観察中）

カンピロバクター腸炎

父父 胆のう炎。がん。

父母 バセドウ病
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家族の病歴（３）

母父 糖尿病疑い。うつ。認知症。

母母 うつ。

母妹 統合失調症。
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手法およびレメディー選択（１）

当初、Sabina ２００C、Millefoliumの

マザーチンクチャーをとるが、軽減しなかった。
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Sabina ２００C、φMillefolium の選択理由

Millefoliumは血液の問題に適合する。
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手法および・レメディー選択（２）

・産婦人科を受診。「機能性月経痛※」と診
断。

※「機能性月経痛」子宮に明らかな病変が認
められないもの

・エコー検査で「お腹にガスが溜まっているの
で、月経時には痛む。」水を毎日飲み、便秘
を改善するよう指導された。

©2023 JPHMA＆Sanae Ikema



手法およびレメディー選択（３）

・１日５００ｍｌの水を飲む。

（これまで、あまり水を飲みたがらない傾向
があった。医者から水を飲むだけでも変わる
と勧められた。）

・食養生で、小麦製品を減らした。

（学校給食は通常通りとった。クラスメイトと
同じ食事がしたいと希望したため。）
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結果（１）

・便通が改善（水を飲む、食養生で）。月経痛
も軽減、めまい、吐き気はなくなった。

・痛みに合うレメディー（※）をとると速やかに
作用し、痛み止めが必要なくなった。

※ Carb-veg. 30C､Mag-phos.12X
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Carb-veg.30C､Mag-phos.12Xの選択理由

Carｂ-veg.は６位だが、鼓腸性の疝痛に

合うので選択。Mag-phos.は、痛みの

頓服として使用。
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結果（２）

・結果（１）をうけ、グリフォサートをベースにし
た除草剤の問題に対応するサポートGlyph、
及び抗酸化作用サポートGlutathiをとったと
ころ、便の固さが改善した。

（2種類のサポートチンクチャーは、日替わり
で水筒に10滴入れ、1日かけてとっている。）
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考察

・これまで食事でパンをとることが多く、腸が
不活発になっていた。

（小麦に含まれるタンパク質や残留農薬によ
ると推定）

・水を飲み、食養生をして腸の働きが改善さ
れると、鼓腸が軽減し、主訴の月経痛が軽減
した。腸を整えることで、レメディーも速やか
に作用すると考えられる。
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今後に向けて

・淋病マヤズムの制覇に取り組む。

（まだ月経痛はあり、便通も毎日ではない。
脂肪分の多い食事で気分が悪くなる傾向な
どから、２度目のレメディー選択で一位の
Puls.を検討）
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ご清聴ありがとうございました。
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